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本年 3 月 11 日に起こった東日本大震災の爪痕はいまだ痛々しく、その後のつち音もいまだ遅々として進まない中、被

災地の課題は何なのでしょうか。今回は被災地での動きを密着して取材されてきた河北新報社の鈴木論説委員長より、

様々な観点から復興にかけての動きや息吹を伝えていただきたいと考えます。その中から私たちができることが何なのか

を考える一助になればと考えます。どうぞ奮ってご参加ください。 

記 

テーマ： 「東日本大震災：被災地の長い日とその後の復興について」 

講 師： 河北新報社 論説委員室 論説委員長 鈴木素雄氏 

日 時： 2011 年 12 月 16 日（金） 13 時～14 時 30 分 

               場 所： 京都文教大学 Ｇ102 号室 

※本公開セミナーは一般の方もご参加いただけます。無料、事前申込み不要です。          

 

河北新報社は１８９７年（明治 30 年）創刊。宮城県を中心に東北６県が発行区域。今回の東日本大震災では沿岸の支局

流失、本社組版サーバー倒壊、販売員十数人の犠牲者を出すなど甚大な被害を被った。そのような困難な中でも、「被

災者に寄り添う」をモットーに徹底した地元目線の編集方針を貫き、避難所の読者にも新聞を届け続けた。河北新報社著

「 河 北 新 報 の い ち ば ん 長 い 日 ― 震 災 下 の 地 元 紙 ― 」 文 芸 春 秋 刊 よ り
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